


























られないと断りのあった 2 名を除いた 6 名に対してインタビュー調査を行った。インタビュー調査は筆頭著者と共同




 　アンケ トー用紙を110 部配布し、回収は 51 部であった（回収率 46.4％）。属性が未記入だった 1 部を除外し、
分析対象は 50 部であった。
 　対象者の属性：性別は、男性 19 名（38％）女性 31 名（62％）、年齢で最も多かったのは、65 歳～ 74 歳 28
名（56％）次いで 75 歳～ 84 歳 16 名（32％）であった。同居人数は 2 人暮らしが 28 名（56％）で最も多かった。
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発症年数は、1 年から 5 年未満が 16 名（32％）、5 年から10 年未満が 13 名（26％）で合わせて半数を超えて
いた。日常生活の支援の必要については、必要ありが 23 名（46％）であった。




が 32 名（64％）で最も多かった。日頃からの災害時の避難の協力依頼については、「依頼していない」が 39
名（78％）で最も多かった。その理由としては、「面倒だから」が 20 名（51.3％）で最も多かった。自宅での水、
食料の備蓄は 3 ～ 4 日程度行っている人がそれぞれ最も多かった。薬の備蓄については 1 週間分からそれ以















 現病歴：X－6 年、A 氏が経営していた工場の作業中に足指を欠損する事故に見舞われる。手術の後、
歩行が以前と異なることに妻が気づいた。怪我の後遺症によるものではないと妻は感じ、X－5 年、


























































 薬については服用しなくても 1 か月程度は問題ないと思うが、長期間服薬できないことには不安
があるので、そうした不安を解消できる支援を求めている。
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４ 考察
　2009 年に実施した PD 在宅療養者 230 名を対象とした研究では、30% の人が災害時の準備をしていなかっ
たが、本研究では約 20% の人が水・食料の備蓄をしていなかったものの、薬に関しては備蓄していない人
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